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竹
間　

織
田
政
権
と
越
前
一
揆
の
攻
防

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
八
月
、
織
田
信
長
は
本
願
寺
か
ら
越
前
を
奪
還
し

た
。
越
前
を
制
圧
し
た
信
長
は
、
柴
田
勝
家
等
の
部
将
を
越
前
支
配
に
当
た
ら

せ
る
こ
と
に
な
り（

（
（

、
勝
家
の
養
子
勝
豊
は
、
坂
井
郡
の
「
豊
原
之
城
」
を
与
え

ら
れ
た（

（
（

。

　
「
豊
原
之
城
」
は
、
越
前
本
願
寺
政
権
が
陣
所
と
し
た
天
台
宗
の
古
刹
豊
原

寺
跡
に
築
城
さ
れ
た
も
の
か
定
か
で
は
な
く
、正
確
な
場
所
は
特
定
で
き
な
い
。

豊
原
之
城
の
近
く
に
丸
岡
城
が
築
城
さ
れ
た
が
、
そ
の
築
城
年
代
も
不
明
で
あ

る（
（
（

。

　

一
方
、
信
長
の
越
前
再
征
後
も
加
賀
と
の
国
境
に
位
置
す
る
大
野
郡
の
山
間

部
で
は
、
北
袋
一
揆
・
山
中
五
ヶ
村
一
揆
が
抗
戦
を
継
続
し
て
い
た（

（
（

。
天
正
四

年
（
一
五
七
六
）
五
月
に
は
、
大
規
模
な
一
揆
が
越
前
で
蜂
起
し
た
が
鎮
圧
さ

れ
、
前
田
利
家
に
よ
り
生
捕
り
に
さ
れ
た
一
揆
勢
千
人
余
り
が
残
虐
な
方
法
で

処
刑
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
こ
の
年
に
、
越
前
一
揆
の
惣
老
等
が
上
杉
謙
信
に

越
前
出
馬
を
懇
願
し
て
い
る（

（
（

。

　

翌
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
一
一
月
八
日
、
勝
家
の
一
族
で
勝
山
の
支
配
に

当
た
っ
て
い
た
義
宣
が
、
大
野
郡
皮
合
村
の
一
揆
勢
の
掃
討
に
赴
い
た
が
、
狙

撃
さ
れ
討
死
し
た
と
い
う（

（
（

。
柴
田
義
宣
に
関
し
て
は
、
一
次
史
料
で
は
確
認
で

き
な
い
が
、
後
世
に
作
成
さ
れ
た
「
平
泉
寺
落
ゟ
地
頭
附
之
覚
」
で
は
、
谷
城

に
拠
る
一
揆
勢
の
頭
目
斎
藤
親
左
衛
門
が
、
天
正
五
年
春
に
柴
田
監
物
勝
安
を

撃
退
し
討
ち
滅
ぼ
し
た
が
、
同
年
秋
に
柴
田
三
左
衛
門
勝
政
に
よ
り
攻
め
殺
さ

れ
梟
首
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
頭
目
の
梅
田
馬
之
丞
は
生
捕
り
と

な
り
晒
さ
れ
、
一
揆
は
鎮
圧
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
伝
承

で
は
大
野
郡
の
一
揆
勢
は
攻
め
滅
ぼ
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
柴
田
義
宣
の

名
や
天
正
五
年
時
の
一
揆
勢
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
史
料
で
は
不
明
確

な
部
分
が
多
い（

（
（

。
そ
も
そ
も
、
天
正
五
年
以
降
の
対
越
前
一
揆
戦
の
具
体
的
な

様
相
は
、大
野
郡
以
外
の
地
域
を
含
め
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

織
田
政
権
と
越
前
一
揆
の
攻
防

　

竹　

間　

芳　

明
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小
稿
で
は
、
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
そ
の
過
程
を
探
っ
て
み
た
い
。　

　
　
　

一　

柴
田
勝
家
と
北
陸
戦
線

　

勝
家
は
、
伊
達
氏
家
臣
遠
藤
基
信
宛
の
書
状
で
、「
北
国
表
為
警
固
、
越
前

被
居
置
候
」、「
此
口
為
警
固
、
越
前
令
在
国
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に（

（（
（

、
織
田

信
長
か
ら
北
陸
方
面
で
の
軍
事
責
任
者
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
松
浦
義
則

氏
は
、
勝
家
の
課
題
と
し
て
対
上
杉
戦
・
加
賀
一
揆
戦
に
備
え
る
必
要
が
あ
っ

た
と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。

　

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
一
二
月
、
能
登
制
圧
を
進
め
て
い
た
上
杉
謙
信

は
、
向
背
定
ま
ら
ぬ
畠
山
氏
重
臣
が
拠
る
七
尾
城
を
包
囲
し
た
が
、
翌
天
正
五

年
（
一
五
七
七
）
に
、
関
東
に
出
陣
す
る
た
め
に
一
旦
越
後
に
戻
る
こ
と
に
な

る（
（（
（

。
こ
の
年
の
三
月
一
日
に
、
信
長
は
以
下
の
書
状
を
記
し
て
い
る
。

　
　

�

七
尾
面
謙
信
引
退
之
趣
、
委
細
申
越
候
、
誠
入
情
（
精
）注

進
悦
入
候
、
猶
以
実

儀
承
合
可
申
上
之
段
専
一
候
、
漸
可
雪
消
候
条
、
至
賀
州
江
進
発
不
可
有

遅
々
候
、
次
堅
苔
一
桶
到
来
、
遙
々
懇
情
珍
重
候
、
猶
武
藤
宗（
舜
秀
）右衛

門
尉

可
申
候
也
、

      　
　

三
月
一
日	

　
（（
織
田
信
長
）

黒
印
）

           　
　
　
（
宛
所
を
欠
く（

（（
（

）

　

謙
信
が
七
尾
城
か
ら
退
い
た
と
の
一
報
を
受
け
、
よ
う
や
く
雪
解
け
の
季
節

に
な
る
の
で
、
加
賀
へ
進
発
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
宛
所
を
欠
い
て
い
る

が
、
お
そ
ら
く
勝
家
等
越
前
に
配
さ
れ
た
部
将
達
に
宛
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

天
正
三
年
の
越
前
再
征
で
、織
田
方
は
加
賀
南
二
郡
ま
で
侵
攻
し
た
も
の
の
、

天
正
五
年
五
月
四
日
付
瀧
谷
寺
宛
堀
江
藤
秀
書
状
で
は
、
江
沼
郡
檜
屋
表
の
戦

闘
で
多
く
の
負
傷
者
が
出
た
こ
と
が
知
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
書
状
に
は
、
七
尾

城
か
ら
信
長
へ
遣
わ
し
た
使
僧
と
藤
秀
が
大
聖
寺
で
面
談
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る（

（（
（

。『
信
長
公
記
』
巻
八
に
よ
れ
ば
藤
秀
は
、
織
田
方
が
構
え
た
檜
屋
城
・

大
聖
寺
城
に
配
さ
れ
て
い
た
。

　

謙
信
が
能
登
に
再
出
馬
す
る
の
は
同
年
閏
七
月
で
あ
る（

（（
（

。
謙
信
は
帰
国
の
際

に
、
河
田
吉
久
・
栗
林
政
頼
・
河
田
窓
隣
軒
を
残
し
、
能
登
の
石
動
山
城
の
普

請
と
守
備
を
命
じ
て
い
た
が（

（（
（

、
能
登
に
残
さ
れ
た
上
杉
方
の
将
兵
が
加
賀
に
侵

攻
す
る
情
勢
で
は
な
か
っ
た
。
六
月
八
日
時
点
で
、
謙
信
の
出
馬
に
先
立
ち
河

田
長
親
等
が
能
登
鹿
島
郡
大
呑
口
で
、
放
火
を
し
た
こ
と
を
賞
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も（

（（
（

、
堀
江
藤
秀
書
状
に
あ
る
江
沼
郡
で
の
戦
闘
は
、
加
賀
一
揆
勢
と
織

田
勢
の
間
で
行
わ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
谷
口
克
広
氏
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
も
、
柴
田
勝
家
を
指
揮
官
と
す
る
織
田
勢
は
、

北
陸
戦
線
で
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

三
鬼
清
一
郎
氏
は
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
か
ら
八
年
（
一
五
八
〇
）
頃
ま

で
の
織
田
政
権
の
越
前
支
配
の
実
態
は
極
め
て
脆
弱
な
も
の
で
あ
り
、
柴
田
勝

家
等
が
実
際
に
確
保
し
て
い
た
の
は
北
庄
城
な
ど
幾
つ
か
の
拠
点
（
居
城
周
辺
）

に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
言
及
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
加
賀
は
お
ろ
か
、
膝
下

の
越
前
支
配
も
決
し
て
安
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
指
摘
で
あ
る
。

　

次
節
で
は
、
谷
口
氏
と
三
鬼
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、
越
前
に
お
け
る
勝
家

等
織
田
方
の
部
将
と
一
揆
勢
と
の
攻
防
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
み
た
い
。
し

か
し
、
一
次
史
料
だ
け
で
は
、
戦
闘
の
詳
細
を
解
明
し
き
れ
な
い（

（（
（

。
そ
こ
で
、

後
年
の
江
戸
時
代
初
期
に
作
成
さ
れ
た
軍
功
書
も
含
め
て
検
討
対
象
と
す
る
。
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二　

加
賀
藩
家
老
家
臣
団
の
武
功
書

　

竹
井
英
文
氏
は
、
加
賀
藩
家
老
本
多
政
重
・
横
山
長
知
・
山
崎
長
徳
が
元
和

二
年
～
三
年
（
一
六
一
六
～
一
六
一
七
）
に
作
成
し
提
出
し
た
家
臣
団
に
関
す

る
「
戦
功
覚
書
」
の
謄
本
を
翻
刻
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
写
本
は
、
石
川
県
の

著
名
な
郷
土
史
家
森
田
平
次
（
柿
園
：
生
没
年
一
八
二
三
～
一
九
〇
八
年
）
が

謄
写
し
た
『
秘
笈
叢
書
』（
石
川
県
立
図
書
館
「
森
田
文
庫
」
所
蔵
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
が
、
原
本
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
と
い
う（

（（
（

。

　

竹
井
氏
に
よ
り
翻
刻
さ
れ
た
三
家
老
家
の
「
戦
功
覚
書
」
写
の
な
か
で
、
横

山
家
と
山
崎
家
の
一
部
の
家
臣
が
、
対
越
前
一
揆
戦
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の

で
、
該
当
部
分
を
み
て
み
よ
う
。

　
「
横
山
山
城
守
家
士
武
功
書（

（（
（

」

　
　
［
史
料
①
］　

弐
百
石　
　
　
　

斎
藤
内
蔵
助

　
　

�

一
、
私
義
、
生
国
越
前
ニ
而
、
信
長
之
御
代
ニ
越
前
大
野
郡
金
森
法
印
江

被
下
候
砌
、
法
印
江
奉
公
ニ
罷
出
候
、
然
処
北
袋
与
申
所
ニ
国
々
牢
人
并

一
揆
共
申
合
、
大
野
郡
之
内
放
火
可
仕
之
由
申
而
、
堺
目
矢
戸
山
と
申
髙

山
ニ
多
人
数
を
以
取
あ
か
り
申
候
付
、
日
根
野
備
中
・
同
弥
次
右
衛
門
両

人
大
将
ニ
而
及
合
戦
候
、
我
等
も
其
手
ニ
有
合
申
間
、
首
二
ツ
討
取
申
候
、

一
人
ハ
組
討
ニ
仕
候
、
右
之
様
子
存
知
候
桜
井
五
右
衛
門
と
申
仁
、
今
ニ

有
之
候
事
、

　

織
田
信
長
は
、
越
前
再
征
後
に
金
森
長
近
に
大
野
郡
の
内
の
三
分
の
二
を
与

え
た（

（（
（

。
斎
藤
内
蔵
助
は
長
近
に
仕
え
た
が
、
北
袋
で
牢
人
と
一
揆
が
連
合
し
て

大
野
郡
で
放
火
を
し
た
う
え
で
、境
目
の
矢
戸
山
に
籠
も
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

　

矢
戸
山
と
い
う
山
は
確
認
で
き
ず
、
現
大
野
市
大
矢
戸
の
北
に
矢
戸
坂
と
い

う
峠
道
が
存
在
す
る（

（（
（

。
大
矢
戸
は
禅
師
王
子
山
の
西
南
麓
に
位
置
し
て
お
り
、

こ
の
山
に
一
揆
勢
は
籠
も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
揆
勢
と
戦
っ
た
と
す
る
日
根
野
兄
弟
は
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
長

島
一
揆
が
殲
滅
さ
れ
る
ま
で
、
信
長
と
敵
対
し
て
い
た（

（（
（

。
そ
の
後
、
信
長
に
降

り
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
一
一
月
に
は
、
織
田
勢
の
部
将
と
し
て
対
荒
木

村
重
戦
に
参
陣
し
て
い
る（

（（
（

。

　
「
遠
藤
記
」・「
秘
聞
郡
上
古
日
記
」（『
郡
上
八
幡
町
史
』
史
料
編
一
）・「
遠

藤
家
旧
記
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
、『
郡
上
郡
史
』
に
一
部
掲
載
）
な
ど
後
年
に
作

成
さ
れ
た
遠
藤
氏
の
諸
記
録
に
よ
れ
ば
、
日
根
野
兄
弟
は
信
長
の
越
前
再
征
時

に
は
、遠
藤
氏
と
共
に
奥
美
濃
の
郡
上
か
ら
大
野
郡
へ
攻
め
込
ん
だ
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
比
較
的
史
料
と
し
て
信
頼
性
が
高
い
「
朝
倉
始
末
記
」（『
蓮
如　

一

向
一
揆
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
で
は
、
信
長
は
戦
後
処
理
の
一
環
と
し

て
、
大
野
郡
の
支
配
に
「
金
守
・
ヒ
ネ
ノ
」
を
当
た
ら
せ
た
と
あ
る
。
こ
れ
ら

の
諸
記
録
か
ら
、
日
根
野
兄
弟
が
当
座
の
大
野
郡
支
配
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
次
史
料
で
も
、
正
月
三
日
に
山
中
五
ヶ
村
の
一
揆
等
が
、
大
野
郡
の
大
納

を
攻
撃
し
、
金
森
方
と
戦
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
二
月
一
六
日
に
長
近

配
下
の
遠
藤
惣
兵
衛
が
折
立
称
名
寺
に
対
し
て
、
対
一
揆
戦
の
た
め
に
下
々
の

者
が
刀
を
購
入
し
て
で
も
帯
び
る
よ
う
に
指
示
を
下
し
て
い
る
。
五
月
二
八
日

付
の
本
願
寺
顕
如
書
状
で
は
、
北
袋
一
揆
が
織
田
勢
に
対
し
て
抗
戦
を
継
続
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
年
次
は
不
明
だ
が
、
織
田
信
長
の
越

前
再
征
以
後
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
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以
降
も
、
大
野
郡
で
は
一
揆
勢
が
抗
戦
し
続
け
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　
［
史
料
①
］
の
武
功
書
か
ら
、
北
袋
一
揆
が
織
田
方
の
日
根
野
兄
弟
と
合
戦

に
及
ぶ
ほ
ど
の
規
模
だ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
合
戦
が
行
わ

れ
た
年
・
日
付
や
結
末
は
分
か
ら
な
い
。　

　
　
［
史
料
②
］　

五
百
石　
　
　

広
瀬
民
部

　
　

�

一
、
私
義
、
生
国
越
前
之
者
ニ
而
御
座
候
、
然
者
柴
田
修
理
殿
越
前
入
国

候
而
、
豊
原
与
申
所
ニ
柴
田
伊
賀
殿
住
城
被
仕
候
、
然
処
越
前
河
ゟ
北
一

揆
悉
起
申
ニ
付
、
高
木
之
川
端
ニ
而
北
庄
ゟ
人
数
出
申
候
処
、
柴
田
源
左

衛
門
殿
馬
乗
二
・
三
騎
、
歩
者
以
下
二
拾
人
許
ニ
而
高
木
を
河
を
越
、
伊

賀
守
殿
城
へ
懸
付
候
へ
ハ
、
一
揆
共
取
巻
有
之
処
を
突
割
、
城
へ
入
申
時
、

私
首
を
討
取
申
候
御
事
、

　

先
述
の
よ
う
に
、
信
長
は
越
前
再
征
後
に
柴
田
勝
豊
に
「
豊
原
之
城
」
を
与

え
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
武
功
書
で
は
、
伊
賀
殿
＝
勝
豊
が
豊
原
の
地
に
在
城
中
に
、

川
よ
り
北
で
一
揆
が
悉
く
蜂
起
し
た
の
で
、
柴
田
勝
家
の
居
城
北
庄
城
か
ら
柴

田
勝
定
を
主
将
と
す
る
軍
勢
が
後
詰
め
に
向
か
っ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
勝
定

等
は
高
木
（
九
頭
竜
川
南
側
）
か
ら
渡
河
し
て
、
勝
豊
の
城
に
辿
り
着
き
包
囲

す
る
一
揆
勢
に
攻
め
か
か
り
突
破
し
て
、
入
城
し
た
と
記
し
て
い
る
。

　

北
庄
城
の
築
城
は
、
勝
家
が
越
前
に
入
部
し
た
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
か

ら
開
始
さ
れ
た
が
、
九
頭
竜
川
よ
り
北
で
一
揆
が
蜂
起
し
、
勝
豊
の
城
を
包
囲

し
た
年
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　
　
［
史
料
③
］　

弐
百
石　
　
　

長
屋
喜
右
衛
門

　
　
（
前
文
略
）

　
　

�

一
、
越
前
へ
柴
田
殿
入
国
之
次
之
年
、
し
つ
へ
御
手
遣
候
跡
ニ
、
一
揆
起

申
候
而
、
本
丸
之
塀
迄
付
申
候
へ
共
、
城
中
強
候
而
、
取
継
き
申
候
時
、

我
等
ハ
五
兵
衛
殿
屋
敷
之
留
守
仕
候
へ
と
被
申
ニ
よ
り
、
一
揆
の
き
口
を

し
ら
す
高
名
仕
候
、
柴
田
殿
預
御
感
申
候
御
事
、

　

勝
家
の
越
前
入
部
の
次
の
年
は
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
で
あ
る
。
勝
家

が
軍
勢
を
向
か
わ
せ
た
と
い
う
「
し
つ
」
と
は
、
丹
生
郡
の
志
津
の
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
派
兵
の
虚
を
衝
い
て
、
一
揆
が
蜂
起
し
城
を
攻
撃
し
た
が
、
城

中
の
兵
は
強
く
持
ち
堪
え
、
一
揆
勢
の
退
却
を
知
ら
せ
た
と
記
し
て
い
る
。
城

は
北
庄
城
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
天
正
四
年
時
点
で
一
揆
勢
が
、
本
丸
の

塀
ま
で
迫
る
ほ
ど
の
激
戦
が
行
わ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
［
史
料
④
］　

弐
百
五
拾
石　
　

松
山
助
左
衛
門

　
　

�

一
、
私
本
国
越
前
、
則
朝
倉
式
部
大
輔
所
ニ
代
々
在
之
、
子
息
土
橋
右
近

所
ニ
有
之
、
越
前
之
内
於
北
袋
谷
之
城
、
柴
田
殿
責
落
被
申
時
、
首
壱
ツ

討
取
申
候
御
事
、

　

松
山
助
左
衛
門
が
代
々
仕
え
た
と
す
る
朝
倉
式
部
大
輔
は
、
宗
家
朝
倉
義
景

を
滅
亡
に
追
い
込
み
、
信
長
に
服
属
し
て
土
橋
信
鏡
と
改
名
し
た
朝
倉
景
鏡
の

こ
と
で
あ
る
。
信
鏡
は
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
四
月
に
一
揆
勢
に
攻
め
殺

さ
れ
、
一
〇
歳
と
六
歳
の
信
鏡
の
嫡
子
兄
弟
も
斬
首
さ
れ
親
子
三
人
の
首
が
晒

さ
れ
た
と
い
う
。（「
朝
倉
始
末
記
」）

　

子
息
土
橋
右
近
と
は
、
景
鏡
の
庶
子
が
生
き
延
び
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
管

見
で
は
、
土
橋
右
近
に
関
す
る
記
述
は
、
松
山
助
左
衛
門
の
武
功
書
以
外
で
は

確
認
で
き
な
い
。
助
左
衛
門
は
、
こ
の
右
近
配
下
の
部
将
と
し
て
、
北
袋
一
揆
が

拠
る
大
野
郡
の
谷
城
攻
落
戦
に
加
わ
っ
た
と
す
る
が
、
そ
の
年
は
分
か
ら
な
い
。

　
　
［
史
料
⑤
］　

弐
百
石　
　
　

今
井
才
右
衛
門
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竹
間　

織
田
政
権
と
越
前
一
揆
の
攻
防

　
　

�

一
、
私
義
、
柴
田
宮
内
殿
家
中
ニ
在
之
時
、
柴
田
殿
越
中
椎
の
谷
御
働
候

跡
ニ
一
揆
起
り
、
北
庄
城
へ
責
入
、
塀
ニ
手
を
懸
乗
申
候
処
、
大
窪
忠
左

衛
門
・
宇
野
丹
助
・
私
三
人
一
所
ニ
有
之
、
塀
へ
着
申
者
塀
際
迄
追
落
、

忠
左
衛
門
致
手
柄
申
候
、
丹
助
ハ
そ
こ
ニ
て
鑓
手
負
申
候
、
私
も
忠
左
衛

門
同
前
ニ
働
申
候
、
様
子
忠
左
衛
門
ニ
被
成
御
尋
候
御
事
、

　

柴
田
勝
家
が
越
中
の
椎
の
谷
を
攻
撃
し
て
い
る
時
に
、
一
揆
が
蜂
起
し
北
庄

城
に
攻
め
入
り
、
塀
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
が
、
防
戦
し
塀
際
ま
で
追
い
落

と
し
た
と
あ
る
。

　

越
中
に
椎
の
谷
と
い
う
地
名
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
天

正
六
年
（
一
五
七
八
）
四
月
七
日
に
、
織
田
信
長
は
神
保
長
住
に
佐
々
長
穐
を

添
え
て
飛
騨
経
由
の
越
中
侵
攻
を
指
令
し
た
。
さ
ら
に
、
九
月
に
は
斎
藤
利
治

が
同
じ
く
飛
騨
経
由
で
越
中
へ
派
遣
さ
れ
、
一
〇
月
に
上
杉
勢
と
越
中
新
川
郡

の
太
田
・
月
岡
野
で
戦
っ
て
い
る
。
こ
の
戦
い
は
、
織
田
勢
が
優
勢
で
あ
っ
た

が
、
信
長
の
部
将
荒
木
村
重
の
離
反
に
よ
り
、
一
〇
月
二
八
日
に
利
治
は
急
遽

帰
陣
を
命
じ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
間
、
勝
家
自
身
は
加
賀
侵
攻
を
試
み
て
い
た
が
、
思
う
よ
う
に
進
展
し

て
い
な
い
。
そ
の
後
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
四
月
に
金
沢
を
陥
落
さ
せ
、

一
一
月
に
は
加
賀
一
揆
の
領
袖
を
討
取
り
首
を
安
土
に
届
け
て
い
る（

（（
（

。
同
年
九

月
に
佐
々
成
政
が
越
中
侵
攻
を
命
じ
ら
れ
、織
田
方
は
本
格
的
に
越
中
平
定（
対

上
杉
戦
）
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た（

（（
（

。
勝
家
が
越
中
戦
線
に
出
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
の
は
こ
れ
以
降
で
あ
る
。

　

抗
戦
し
続
け
て
い
た
加
賀
山
内
一
揆
も
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
三
月
に

殲
滅
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
織
田
方
が
対
上
杉
戦
を
優
位
に
展
開
す
る
状
況
下
で
、
勝

家
膝
下
の
北
庄
で
一
揆
が
蜂
起
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
以
上
の
流
れ
を
勘

案
す
る
と
、
椎
の
谷
と
は
、
越
前
の
吉
田
郡
志
比
の
谷
の
こ
と
と
判
断
し
た
い
。

『
金
沢
古
蹟
志
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
同
武
功
書
で
は
、
越
前
椎
の
谷
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　

今
井
才
右
衛
門
が
、
北
庄
城
で
一
揆
勢
と
の
攻
防
戦
を
行
っ
た
年
次
も
不
明

で
あ
る
が
、［
史
料
③
］
の
内
容
と
の
類
似
点
が
注
目
さ
れ
る
。
勝
家
が
軍
勢

を
差
し
向
け
た
「
し
つ
」
が
椎
の
谷
と
す
れ
ば
、
勝
家
の
留
守
中
に
北
庄
城
が

一
揆
勢
に
襲
撃
さ
れ
、激
戦
が
行
わ
れ
た
と
い
う
点
で
は
、ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

　
「
山
崎
長
門
守
家
来
侍
帳（

（（
（

」

　
　
［
史
料
⑥
］　

服
部
太
郎
右
衛
門
尉
申
上
分

　
　

�

一
、
私
親
服
部
忠
右
衛
門
尉
本
国
尾
張
之
者
に
て
御
座
候
、
柴
田
家
中
ニ

罷
在
候
時
、
当
国
な
へ
谷
表
に
て
首
一
ツ
取
申
候
、
其
様
子
恒
川
源
太
郎
・

森
吉
蔵
・
渡
部
武
右
衛
門
尉
被
存
候
御
事
、

　
　
［
史
料
⑦
］　　
　
　

熊
野
兵
右
衛
門
尉
申
上
分

　
　

�

一
、
私
親
熊
野
兵
右
衛
門
、
本
国
越
前
之
者
に
て
御
座
候
、（
中
略
）
其

後
越
前
柴
田
代
ニ
罷
成
候
て
、
谷
之
城
と
申
を
城
三
郎
兵
衛
親
持
申
候
、

引
セ
り
手
柄
仕
候
、
柴
田
殿
よ
り
為
褒
美
の
し
付
拝
領
仕
候
、

　
　
［
史
料
⑧
］　　
　
　
　
　

笠
井
蔵
人
入
道
申
上
分

　
　
（
前
文
略
）

　
　

�
一
、
柴
田
家
中
ニ
罷
有
候
時
、
越
前
谷
村
と
申
城
、
当
国
よ
り
持
申
を
柴

田
を
し
よ
せ
責
被
申
時
、
首
壱
ツ
取
申
候
御
事
、

　
［
史
料
⑥
］
の
な
へ
谷
は
、
場
所
を
特
定
で
き
な
い
。［
史
料
⑦
］
と
［
史
料

⑧
］
は
と
も
に
、［
史
料
④
］
と
同
様
に
谷
城
攻
略
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
七
巻
一
号

　

し
か
し
、
年
次
は
不
明
で
あ
る
。

　

横
山
家
と
山
崎
家
の
家
臣
団
の
武
功
書
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

一�

、
大
野
郡
で
は
、
北
袋
で
一
揆
が
蜂
起
し
、
放
火
し
て
矢
戸
山
に
籠
も
り
、

織
田
方
の
日
根
野
弘
就
兄
弟
と
の
間
で
合
戦
と
な
っ
た
。

二�

、
柴
田
勝
豊
の
豊
原
の
居
城
に
一
揆
勢
が
押
し
寄
せ
た
の
で
、
北
庄
城
か
ら

柴
田
勝
定
が
救
援
に
向
か
っ
た
。

三�

、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
に
、「
し
つ
」
へ
柴
田
勝
家
が
出
陣
し
て
い
る
隙

を
突
い
て
、一
揆
勢
が
北
庄
城
を
包
囲
し
、本
丸
の
塀
ま
で
迫
っ
た
。し
か
し
、

城
兵
と
の
激
戦
の
末
敗
退
し
た
。
ま
た
、
年
次
は
特
定
で
き
な
い
が
、
勝
家

が
椎
の
谷
出
陣
時
に
も
、
同
じ
よ
う
な
戦
い
が
行
わ
れ
た
。

四�

、
な
へ
谷
で
柴
田
勢
は
一
揆
と
戦
っ
た
。

五�

、
北
袋
の
谷
城
が
柴
田
勢
の
攻
撃
で
落
城
し
た
。

　

一
か
ら
五
の
中
で
、年
次
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、勝
家
が「
し
つ
」へ
向
か
っ

た
天
正
四
年
の
一
揆
勢
の
北
庄
城
攻
撃
だ
け
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
柴
田

勝
家
・
金
森
長
近
の
越
前
入
部
後
も
、
一
揆
勢
に
よ
る
攻
撃
が
あ
っ
た
こ
と
や
、

大
野
郡
北
袋
の
谷
城
が
抵
抗
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次

に
別
の
武
功
書
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
　

三　

亀
田
高
綱
の
武
功
書

　

初
代
新
発
田
藩
藩
主
と
な
っ
た
溝
口
秀
勝
の
甥
の
高
綱
は
、
柴
田
勝
豊
の
家

臣
で
あ
っ
た
が
、
柴
田
勝
家
滅
亡
後
に
亀
田
姓
に
改
め
、
浅
野
家
に
仕
官
し
た
。

　

こ
の
高
綱
が
浅
野
家
家
老
だ
っ
た
こ
と
は
、
秋
元
泰
朝
等
連
署
状
（『
浅
野

家
文
書
』
一
二
八
号
）
や
「
自
得
公
済
美
録
」（『
大
日
本
史
料
』
補
遺
一
二
編

之
三
九
、一
五
～
二
一
頁
）
な
ど
で
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
現
在
広
島
に
は

高
綱
に
関
す
る
一
次
史
料
は
存
在
せ
ず（

（（
（

、
管
見
で
は
、
伝
存
す
る
高
綱
の
書
状

の
原
本
も
、
七
月
三
日
付
の
も
の
し
か
な
い
。（
個
人
所
蔵
）

　

こ
の
高
綱
が
作
成
し
た
と
す
る
武
功
書
の
写
が
伝
わ
っ
て
お
り
、そ
の
中
に
、

対
越
前
一
揆
戦
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
高
綱
の
武
功
書
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
て
み
た
い
。

　

桑
田
忠
親
氏
の
著
書
『
日
本
人
の
遺
言
状
』（
創
藝
社
、
一
九
四
四
年
）
に
、

寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
二
月
三
日
付
で
作
成
さ
れ
た
「
亀
田
高
綱
書
置
」（
亀

田
大
隅
一
代
働
覚
所
載
）
が
活
字
化
さ
れ
採
録
さ
れ
て
い
る
。（
以
下
、「
亀
田

大
隅
一
代
之
働
」
と
す
る
）
し
か
し
、
底
本
に
つ
い
て
、
原
本
を
採
録
し
た
の

か
、
桑
田
氏
が
解
説
で
紹
介
し
て
い
る
水
戸
徳
川
家
に
伝
わ
る
写
本
を
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
が
謄
写
し
た
も
の
を
採
録
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
「
亀
田
大
隅
一
代
之
働
」
と
文
字
や
表
記
の
異
同
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
内

容
を
記
し
た
「
亀
田
大
隅
一
代
之
内
働
之
覚
」
が
、
先
に
紹
介
し
た
森
田
平
次

が
編
纂
し
た
『
金
澤
古
蹟
志
』
巻
三
四
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

原
本
は
不
明
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
亀
田
高
綱
の
武
功
書
は
、筆
写
年
代
不
明
の「
亀
田
大
隅
事
記
」（
金

沢
市
教
育
委
員
会
文
化
課
『
金
沢
市
文
化
財
紀
要
49
旧
十
村
役
亀
田
家
調
査
報

告
書
』「
亀
田
家
文
書
史
料
」
五
、一
九
八
四
年
）
や
、
旧
加
賀
藩
士
青
地
采
女

が
複
写
し
た
も
の
を
幕
府
瓦
解
後
に
前
田
家
に
提
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
亀

田
大
隅
守
武
勇
事
并
感
状
」（
金
沢
市
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
）
が
あ
る
が
、
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織
田
政
権
と
越
前
一
揆
の
攻
防

こ
の
二
書
は
高
綱
が
与
え
ら
れ
た
感
状
の
写
も
記
載
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
綱
の
弟
半
左
衛
門
長
吉
の
子
孫
で
、
新
発
田
藩
家
老
と
な
っ
た
溝

口
長
裕
（
一
七
五
六
生
、
没
年
不
明
）
が
作
成
し
た
『
家
系
譜
附
録（
（（
（

』
に
は
、

三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
年
寄
（
老
中
）
土
井
利
勝
と
酒
井
忠
世
に
命
じ
ら
れ
高

綱
が
提
出
し
た
と
す
る
戦
功
の
書
付
や
、
高
綱
が
与
え
ら
れ
た
感
状
の
写
を
採

録
し
て
い
る
。
同
書
で
長
裕
は
、
溝
口
家
に
伝
わ
る
一
次
史
料
も
採
録
し
綿
密

な
考
証
を
加
え
て
お
り
、
高
綱
の
戦
功
書
付
・
感
状
も
写
で
は
あ
る
が
、
貴
重

な
検
討
素
材
に
な
る
と
考
え
る
。

　

小
稿
で
は
、
桑
田
氏
の
著
書
の
「
亀
田
大
隅
一
代
之
働
」
の
対
一
揆
戦
記
述

部
分
を
提
示
す
る
。

　
　
［
史
料
⑨
］　

　
　

�

一
、
柴
田
勝
家
越
前
入
城
之
剋
、
国
中
一
揆
発
、
手
向
仕
候
付
、
佐
久
間

玄
蕃
に
先
被
申
付
候
処
、
子
息
伊
賀
先
陣
を
望
、
両
人
先
懸
被
申
候
、
其

時
大
隅
者
、
溝
口
半
之
丞
ニ
而
、
十
六
歳
罷
成
候
、
惣
手
之
先
を
懸
、
白

木
戸
川
原
ニ
而
一
番
に
馬
上
に
而
鑓
付
、
首
打
取
、
深
疵
負
候
処
、
神
谷

太
郎
左
衛
門
跡
よ
り
乗
来
馬
に
被
助
乗
、
本
陣
へ
帰
候
、
神
妙
之
由
ニ
而
、

柴
田
父
子
両
判
之
感
状
有
之
事
付
、
神
谷
儀
は
大
隅
舅
加
州
中
納
言
殿
に

居
申
候
神
谷
信
濃
親
に
て
候
、
右
之
働
能
存
候
者
、
京
極
殿
に
小
足
掃
部

と
申
者
、
前
後
能
々
可
存
候
、

　
　

�

一
、
越
前
丸
岡
之
城
に
者
、
柴
田
伊
賀
被
居
候
、
端
午
之
為
御
礼
、
父
子

共
安
土
え
被
致
参
上
、
私
儀
も
供
に
罷
越
候
、
其
跡
に
而
一
揆
三
千
計
に

而
城
を
取
巻
、
二
ノ
丸
迄
乗
取
之
由
、
安
土
え
早
馬
注
進
に
付
、
夜
通
丸

岡
に
帰
国
候
、
父
子
勢
二
百
六
七
十
騎
に
は
不
可
過
、
五
月
十
七
日
巳
剋
、

敵
三
千
之
中
へ
乗
込
、
神
部
内
蔵
と
申
者
打
死
仕
ニ
付
、
父
子
共
城
え
乗

入
被
申
候
、
大
隅
者
町
口
に
而
敵
二
人
と
手
合
、
一
人
は
突
伏
、
一
人
者

追
払
、
同
十
八
日
伊
賀
感
状
給
候
事
、

　

一
番
目
の
記
述
内
容
に
あ
る
勝
家
の
越
前
入
城
（
入
部
）
の
年
は
、
天
正
三

年
（
一
五
七
五
）
で
あ
る
。
で
は
、こ
の
年
に
一
揆
が
蜂
起
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

戦
場
は
白
木
戸
川
原
と
あ
る
が
、
管
見
で
は
場
所
を
特
定
で
き
な
い
。

　
「
亀
田
大
隅
一
代
之
内
働
之
覚
」・「
亀
田
大
隅
事
記
」・「
亀
田
大
隅
守
武
勇

事
并
感
状
」
と
校
合
す
る
と
、
二
番
目
の
記
述
内
容
を
含
め
表
記
の
異
同
は
あ

る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、「
亀
田
大
隅
事
記
」
の
み
が
、

戦
場
を
白
鬼
戸
川
原
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
柴

田
勝
家
と
勝
豊
が
高
綱
に
与
え
た
感
状
の
写
で
は
、「
越
前
白
木
戸
合
戦
之
刻
」

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

白
鬼
戸
も
ど
こ
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。
似
た
地
名
と
し
て
は
白
鬼
女
が
あ

り
、
日
野
川
中
流
域
の
越
前
南
部
に
位
置
す
る
。
し
か
し
、『
家
系
譜
附
録
』

が
採
録
し
た
高
綱
が
幕
府
年
寄
に
提
出
し
た
と
す
る
書
付
写
で
は
、
こ
の
時
の

戦
に
つ
い
て
、「
柴
田
修
理
亮
殿
越
前
・
加
賀
半
国
拝
領
之
刻
、
加
州
手
ニ
入

不
申
候
、
一
戦
之
時
、
敵
方
大
将
若
林
長
門
守
・
次
野
寄
兵
庫
千
五
百
餘
ニ
而

越
前
へ
押
寄
セ
申
候
、
柴
田
三
千
餘
ニ
而
出
向
、
越
前
白
木
土
之
渡
を
隔
一
夜

陣
取
申
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
若
林
長
門
守
・
次
野
寄
兵
庫
（
洲

崎
藤
八
郎
景
勝
カ
）を
大
将
と
す
る
加
賀
一
揆
勢
が
越
前
に
攻
め
入
っ
た
の
で
、

柴
田
勢
は
こ
れ
を
迎
撃
す
る
た
め
出
陣
し
、
白
木
土
の
渡
を
挟
ん
で
両
軍
は
対

峙
し
た
と
あ
る
。

　

こ
の
書
付
写
の
よ
う
に
、
勝
家
は
織
田
信
長
か
ら
加
賀
半
国
を
与
え
ら
れ
た
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
七
巻
一
号

と
は
い
え
、
加
賀
平
定
戦
は
容
易
い
も
の
で
は
な
か
っ
た（

（（
（

。
し
か
も
、
同
書
で

は
、
加
賀
一
揆
勢
に
越
前
へ
攻
め
込
ま
れ
た
と
、
柴
田
方
の
高
綱
が
記
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
仮
に
、
日
野
川
中
流
域
北
岸
ま
で
加
賀
一
揆
勢
が
侵
攻
し
た
と

す
れ
ば
、
建
設
中
の
勝
家
の
居
城
北
庄
城
を
突
破
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
さ
す

が
に
そ
れ
ほ
ど
の
勢
い
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
軍
が
対
峙
し
た
と
す

れ
ば
、
北
庄
を
越
え
な
い
九
頭
竜
川
下
流
域
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

　

白
鬼
女
の
戦
い
に
つ
い
て
は
、
別
の
亀
田
高
綱
の
武
功
書
「
亀
田
大
隅
軍
功

之
覚
」（
石
川
県
立
図
書
館
所
蔵
『
雑
録
追
加
』
六
に
採
録
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

同
書
は
加
賀
藩
の
軍
学
者
有
沢
永
貞
（
一
六
三
八
～
一
七
一
五
）
が
書
写
し
た

も
の
で
あ
り
、「
亀
田
大
隅
一
代
之
働
」
の
二
番
目
に
書
か
れ
た
丸
岡
城
の
攻

防
戦
を
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
後
に
、「
白
鬼
女

合
戦
之
砌
、
大
勢
ノ
中
へ
押
込
、
数
十
人
な
て
切
、
勝
家
御
眼
前
」
と
記
し
て

い
る
。

　

一
方
、
白
木
戸
の
戦
い
に
つ
い
て
「
亀
田
大
隅
一
代
之
働
」・「
亀
田
大
隅
一

代
之
内
働
之
覚
」・「
亀
田
大
隅
事
記
」・「
亀
田
大
隅
守
武
勇
事
并
感
状
」
で

は
、
真
っ
先
に
敵
陣
に
突
入
し
首
を
打
取
っ
た
が
深
手
を
負
っ
て
し
ま
い
、
高

綱
の
舅
神
谷
太
郎
左
衛
門
に
助
け
ら
れ
本
陣
に
戻
っ
た
と
あ
る
。『
家
系
譜
附

録
』
の
高
綱
の
書
付
写
で
は
、
そ
の
時
の
様
子
が
よ
り
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
要
約
す
る
と
、
先
駆
を
命
じ
ら
れ
た
柴
田
勝
豊
に
従
い
白
木
戸
を

渡
河
し
、
敵
の
物
見
か
忍
の
者
と
遭
遇
し
た
と
こ
ろ
を
、
鑓
で
倒
し
首
を
切
り

取
る
際
に
反
撃
さ
れ
疵
を
負
っ
た
も
の
の
、
後
か
ら
来
た
神
谷
太
郎
左
衛
門
に

助
け
ら
れ
て
本
陣
に
戻
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
「
亀
田
大
隅
軍
功
之
覚
」
以
外
の
書
で
は
、
柴
田
勝
豊
配
下
の
部
将
と
し
て

一
番
乗
を
果
た
し
首
を
打
取
っ
た
も
の
の
疵
を
負
っ
た
と
あ
り
、
勝
家
の
眼
前

で
敵
を
撫
切
し
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
白
木
戸
川
原
の
戦

い
の
時
に
高
綱
は
一
六
歳
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
家
系
譜（

（（
（

』（
先
に
紹

介
し
た
溝
口
長
裕
の
『
家
系
譜
附
録
』
は
、
長
裕
が
作
成
し
た
『
家
系
譜
』
を

補
完
し
た
も
の
で
あ
る
）
に
は
、
溝
口
家
の
家
系
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
高

綱
に
関
し
て
は
、
生
ま
れ
た
年
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
一
六
歳
で
初
陣
、
寛

永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
八
月
一
三
日
に
七
三
歳
で
病
没
、と
記
さ
れ
て
い
る
。

七
三
か
ら
一
六
を
引
く
と
五
七
で
あ
り
、
没
年
の
寛
永
一
〇
年
か
ら
五
七
年
前

は
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
に
な
る
。
つ
ま
り
、『
家
系
譜
』
の
家
系
図
に

よ
れ
ば
、
白
木
戸
川
原
の
戦
い
は
、
高
綱
が
一
六
歳
だ
っ
た
天
正
四
年
に
行
わ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
亀
田
大
隅
軍
功
之
覚
」
に
記
さ
れ
た
天

正
六
年
の
白
鬼
女
の
戦
い
で
は
、
高
綱
の
年
齢
は
一
六
歳
よ
り
上
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。（『
家
系
譜
』
の
家
系
図
に
よ
る
高
綱
の
生
年
は
、
数
え
年
（
生
ま

れ
た
年
の
時
点
で
一
歳
と
す
る
）
を
考
慮
し
没
年
か
ら
逆
算
す
る
と
永
禄
四
年

（
一
五
六
一
）
と
な
り
、
天
正
六
年
時
の
年
齢
は
一
八
歳
と
な
る
）

　

以
上
、
高
綱
自
身
が
体
験
し
た
と
す
る
戦
闘
内
容
の
大
き
な
相
違
や
年
齢
を

勘
案
す
れ
ば
、
白
鬼
女
の
戦
い
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
白
木
戸
の
戦
い
と
は
、
全

く
別
な
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

　

天
正
四
年
に
越
前
一
揆
の
惣
老
等
が
上
杉
謙
信
の
出
馬
を
懇
願
し
た
こ
と
も

先
に
触
れ
た
が（

（（
（

、
そ
の
中
で
「
重
而
信
長
出
張
候
而
、
令
乱
邑
、
于
今
国
不
輒

候
条
、
各
加
州
表
江
引
退
、
時
剋
雖
待
申
候
、
尾
州
勢
依
為
勇
兵
、
越
前
諸
牢
人
・

加
州
之
士
卒
雖
致
武
威
之
行
、
戦
功
未
成
候
、
御（

上
杉
謙
信
）

屋
形
様
、
非
御
出
勢
者
、
各

難
遂
還
国
之
望
候
」（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
織
田
信
長
の
越
前
再
侵
攻
で
加
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織
田
政
権
と
越
前
一
揆
の
攻
防

賀
に
引
き
退
い
た
越
前
諸
牢
人
が
加
賀
一
揆
勢
と
共
に
戦
っ
て
い
る
が
、
織
田

勢
が
強
く
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
謙

信
が
越
前
へ
出
馬
し
な
け
れ
ば
、
還
国
の
望
み
を
遂
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

惣
老
等
の
書
状
か
ら
、
こ
の
時
点
で
、
越
前
諸
牢
人
が
加
賀
一
揆
勢
の
協
力

の
も
と
で
越
前
奪
回
を
目
論
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
結
局
、
同
年
に
謙
信

の
越
前
方
面
へ
の
出
馬
は
な
か
っ
た
が
、
越
前
で
一
揆
が
蜂
起
し
て
い
る（

（（
（

。
前

節
［
史
料
③
］
の
長
屋
吉
右
衛
門
の
武
功
書
か
ら
も
、
一
揆
蜂
起
が
越
前
各
地

で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
越
前
諸
牢
人
・
加
賀
一
揆
が

越
前
に
侵
攻
し
白
木
戸
川
原
で
敗
退
し
て
い
た
と
し
て
も
、問
題
な
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、［
史
料
⑨
］
の
二
番
目
の
記
述
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
五
月
の
端
午

の
挨
拶
の
為
に
柴
田
勝
家
・
勝
豊
父
子
が
安
土
の
信
長
の
下
に
参
上
し
、
こ
れ

に
高
綱
も
随
行
し
て
い
た
。
そ
の
隙
を
突
い
て
、
一
揆
勢
三
千
程
が
丸
岡
城
を

包
囲
し
、
二
の
丸
ま
で
攻
め
入
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
を
受

け
た
勝
家
父
子
は
急
遽
夜
通
し
で
越
前
に
戻
り
、
五
月
一
七
日
巳
の
刻
に
丸
岡

城
を
攻
め
て
い
た
一
揆
勢
三
千
に
対
し
て
突
撃
し
た
と
あ
る
。
そ
の
際
に
高
綱

は
、
敵
一
人
を
突
き
伏
せ
、
一
人
を
追
い
払
い
、
翌
日
に
勝
豊
か
ら
感
状
を
与

え
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
感
状
自
体
は
、［
史
料
⑨
］
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
家
系
譜
附

録
』・「
亀
田
大
隅
事
記
」・「
亀
田
大
隅
守
武
勇
事
并
感
状
」
に
は
採
録
さ
れ
て

い
る
。
文
字
の
異
同
が
多
少
あ
る
が
、内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、

『
家
系
譜
附
録
』
採
録
の
感
状
を
み
て
み
た
い
。

　
　

�

昨
十
七
日
、
丸
岡
籠
城
後
詰
之
合
戦
有
之
時
ニ
、
町
口
に
て
、
敵
両
人
ニ

合
手
組
、
一
人
ハ
鑓
付
、
一
人
ハ
追
払
候
段
、
重
畳
の
働
名
誉
ニ
候
、
就

夫
為
加
増
五
百
石
宛
行
候
并
太
刀
一
腰
遣
候
者
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
十
八
日　
　

伊
（
柴
田
勝
豊
）

賀
守

　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口
半
之
丞
と
の

　

高
綱
は
、
こ
の
時
は
旧
姓
の
溝
口
姓
を
名
乗
っ
て
お
り
、
溝
口
半
之
丞
と
は

高
綱
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
感
状
写
に
記
さ
れ
た
武
功
と
、［
史
料
⑨
］
の
武

功
と
内
容
は
一
致
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
丸
岡
城
の
一
揆
勢
三
千
と
柴
田
勢
と
の
攻
防
戦
が
い
つ
行
わ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
先
に
挙
げ
た
『
雑
録
追
加
』
六
に
採
録
さ
れ
て
い
る
「
亀
田
大
隅

軍
功
之
覚
」
で
は
、
丸
岡
城
攻
防
戦
は
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
あ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
信
長
公
記
』
巻
一
一
で
は
、
天
正
六
年
五
月

一
三
日
時
点
で
、
信
長
は
自
身
の
播
磨
出
陣
を
布
告
し
た
が
、
京
都
・
安
土
の

大
雨
に
よ
る
洪
水
被
害
に
よ
り
、
中
止
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
勝
家
父
子
が

安
土
に
大
雨
被
害
の
見
舞
に
行
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
信
長
の
播

磨
出
陣
が
中
止
さ
れ
る
ほ
ど
の
緊
張
し
た
状
況
下
で
、
少
な
く
と
も
暢
気
に
端

午
の
礼
に
赴
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
関
連
し
前
述
の
よ
う
に
、
丸
岡
城
の
築

城
の
年
次
を
示
す
一
次
史
料
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い（

（（
（

。

　
「
亀
田
大
隅
軍
功
之
覚
」
で
は
、
加
賀
河
北
郡
森
本
の
城
に
拠
る
加
賀
一
揆

の
旗
本
亀
田
小
三
郎
を
降
す
際
に
、
高
綱
が
人
質
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

同
じ
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
、「
亀
田
記
」（「
越
賀
雑
記
抄
」、『
一

向
一
揆
と
富
樫
氏
』、
石
川
県
図
書
館
協
会
、
一
九
三
四
年
）
で
あ
る
が
、
同

書
で
は
高
綱
が
小
三
郎
の
婿
に
な
っ
た
と
あ
り
、「
史
料
⑨
」と
は
全
く
異
な
る
。

さ
ら
に
、
人
質
に
な
っ
た
件
も
、
他
の
高
綱
の
武
功
書
で
は
一
切
書
か
れ
て
は
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号

い
な
い
。
し
か
も
、「
亀
田
大
隅
軍
功
之
覚
」
で
は
、
賤
ヶ
岳
合
戦
時
に
勝
豊

方
部
将
と
し
て
戦
っ
た
高
綱
の
武
功
に
つ
い
て「
柳
个
瀬
ニ
而
太
刀
打
の
高
名
、

是
ハ
勝
家
御
滅
亡
合
戦
故
、証
拠
な
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、『
家
系
譜
附
録
』

な
ど
の
感
状
写
で
は
、「
太
刀
打
之
高
名
、
首
一
到
来
」
と
記
さ
れ
た
勝
豊
か

ら
与
え
ら
れ
た
感
状
写
が
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
亀
田
大
隅
軍
功
之
覚
」
の
記
述
内
容
は
「
亀
田
記
」
を

除
く
高
綱
の
武
功
書
と
の
相
違
が
甚
だ
し
く
、
後
世
に
創
作
さ
れ
た
可
能
性
が

高
く
矛
盾
点
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
丸
岡
城
の
攻
防
戦
を
天
正
六
年
と
断
定

す
る
こ
と
に
は
慎
重
を
要
す
る
。
し
か
し
、
年
次
は
確
定
で
き
な
い
も
の
の
、

高
綱
の
武
功
書
か
ら
丸
岡
城
の
攻
防
戦
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

前
節
［
史
料
②
］
の
広
瀬
民
部
の
武
功
書
で
は
、
勝
豊
の
豊
原
の
居
城
が
一

揆
勢
に
攻
撃
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
勝
家
・
勝
豊
父
子
が
安
土
に

伺
候
し
た
時
と
は
書
か
れ
て
は
い
な
い
。
丸
岡
城
が
既
に
築
か
れ
て
い
た
と
す

れ
ば
、
豊
原
が
丸
岡
城
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
距
離
に
位
置
し
て
い
た
と

し
て
も
、
勝
家
配
下
だ
っ
た
部
将
が
丸
岡
城
に
関
し
て
、「
豊
原
与
申
所
ニ
柴

田
伊
賀
殿
住
城
被
仕
候
」と
は
書
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、

勝
豊
の
居
城
が
豊
原
城
だ
っ
た
時
に
、
一
揆
が
蜂
起
し
、
さ
ら
に
、
丸
岡
城
に

移
っ
た
以
降
に
、
勝
家
・
勝
豊
父
子
が
不
在
時
に
、
一
揆
が
蜂
起
し
た
も
の
と

判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
織
田
信
長
の
越
前
再
征
後
に
坂
北
郡
で
少
な
く
と
も

二
度
一
揆
勢
が
蜂
起
し
勝
豊
の
居
城
を
攻
撃
し
た
こ
と
に
な
る
。
豊
原
城
・
丸

岡
城
へ
の
一
揆
勢
の
攻
撃
は
城
を
包
囲
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
あ
り
、
特
に
丸
岡

城
攻
撃
時
に
は
三
千
も
の
兵
力
で
二
の
丸
ま
で
攻
め
込
ん
だ
と
の
記
述
が
注
目

さ
れ
る
。

四
、
ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
、
加
賀
藩
家
老
家
臣
の
武
功
書
と
亀
田
高
綱
の
武
功
書
に
記
さ
れ

て
い
る
、
織
田
信
長
の
越
前
再
征
後
の
一
揆
の
動
静
を
み
て
き
た
。
以
下
に
、

こ
れ
ら
の
記
述
内
容
を
ま
と
め
て
み
る
。

　

織
田
方
の
部
将
が
越
前
に
配
さ
れ
た
後
も
、
一
揆
勢
の
抵
抗
は
継
続
し
て
お

り
、
大
野
郡
の
一
揆
方
の
要
衝
北
袋
の
維
持
だ
け
で
は
な
く
、
柴
田
勝
家
の
居

城
北
庄
城
や
柴
田
勝
豊
の
居
城
豊
原
城
・
丸
岡
城
を
包
囲
す
る
ほ
ど
の
勢
い
を

も
っ
て
い
た
。
最
終
的
に
一
揆
は
鎮
圧
さ
れ
た
が
、
勝
家
は
加
賀
平
定
は
お
ろ

か
膝
下
の
越
前
で
も
、
不
安
定
な
状
況
に
対
処
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

小
稿
で
は
、
当
該
期
の
戦
い
を
経
験
し
た
武
士
の
武
功
書
と
い
う
二
次
史
料

を
基
に
分
析
を
行
っ
た
が
、
記
述
さ
れ
た
内
容
の
年
次
比
定
な
ど
残
さ
れ
た
課

題
は
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
次
史
料
で
は
、
補
い
き
れ
な
い
越
前
一
揆
の

抵
抗
継
続
の
一
端
を
探
る
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。
特
に
、
北
庄
城
の
本
丸

や
丸
岡
城
の
二
の
丸
ま
で
一
揆
勢
が
迫
っ
た
と
す
る
こ
と
が
事
実
と
す
れ
ば
、

天
正
三
年
の
織
田
信
長
の
越
前
再
征
時
の
殲
滅
戦
で
、
本
願
寺
の
坊
官
・
大
坊

主
に
よ
る
越
前
支
配
は
崩
壊
し
た
が
、
一
揆
は
一
定
の
勢
力
を
保
持
し
つ
つ
存

続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
彼
等
が
本
願
寺
の
指
令
下
で
蜂
起
し
た
の
か
否
か

も
含
め
て
、
今
後
、
一
層
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

注（
１
） 『
信
長
公
記
』
巻
八
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竹
間　

織
田
政
権
と
越
前
一
揆
の
攻
防

（
２
）「
越
前
国
相
越
記
」（「
山
田
竜
治
家
文
書
」『
福
井
県
史
』
資
料
編
３
、
以
下
『
福
井
』

資
と
略
す
）

（
３
）
大
廣
克
也
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
４
）「
小
嶋
吉
右
衛
門
家
文
書
」
五
号
・「
長
勝
寺
文
書
」
一
号
（『
福
井
』
資
７
）、
な
お
、

「
長
勝
寺
文
書
」一
号
五
月
二
八
日
付
北
袋
野
津
又
在
城
衆
中
宛
本
願
寺
顕
如
書
状
を『
加

能
史
料
』
戦
国
XVI
（
一
九
二
～
一
九
三
頁
）
で
は
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
と
比
定

す
る
が
、「
仍
当
山
中
之
儀
、い
ま
に
相
拘
候
て
、敵
（
織
田
信
長
）
を
支
、お
り
〳
〵
ハ
打
出
成
其
働
由
、

忠
節
無
比
類
候
」
と
野
津
又
に
在
城
す
る
一
揆
勢
が
織
田
勢
と
戦
っ
て
い
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
天
正
三
年
五
月
時
点
で
は
、
ま
だ
織
田
勢
は
再
侵
攻
し
て
い
な
い
の
で
、

こ
の
書
状
の
年
次
は
早
く
と
も
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
と
比
定
さ
れ
る
。

（
５
）
味
真
野
史
跡
保
存
会
所
蔵
「
小
丸
城
跡
出
土
文
字
瓦
」（『
加
能
史
料
』
戦
国
XVI

二
三
〇
頁
）、
井
上
鋭
夫
『
一
向
一
揆
の
研
究
』
六
〇
一
～
六
〇
三
頁
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
八
年
）、『
福
井
県
史
』
通
史
編
２
中
世
七
七
七
頁
、『
福
井
県
史
』
通
史
編
３
近

世
一　

三
八
頁
、
杉
浦
茂
「
一
向
一
揆
文
字
瓦
に
つ
い
て
ー
駒
井
氏
へ
の
反
論
ー
」（『
考

古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
五
五
号
、一
九
七
八
年
）、拙
稿
「
一
揆
文
字
瓦
の
年
代
比
定
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
四
〇
ー
六
、一
九
九
五
年
、
同
書
で
『
武
功
夜
話
』
を
引
用
し
た
部
分
は

削
除
し
て
訂
正
し
た
い
）

（
６
）「
武
州
文
書
」（『
加
能
史
料
』
戦
国
XVI
一
九
八
～
一
九
九
頁
）、
同
書
状
の
年
次
比
定

に
つ
い
て
は
、
神
田
千
里
「『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
」（『
東
洋
大
学
文
学

部
紀
要
・
史
学
科
篇
』
四
四
号
、
二
〇
一
九
年
）、
拙
稿
「
本
願
寺
・
加
賀
一
揆
と
上
杉

謙
信
ー
敵
対
か
ら
和
睦
・
提
携
へ
の
道
程
ー
」（『
戦
国
史
研
究
』
七
九
号
、
二
〇
二
〇
年
）

を
参
照  

（
７
）「
柴
田
義
宣
墓
」（『
越
前
国
名
蹟
考
』
八
一
六
～
八
一
七
頁
、
二
書
房
出
版
、

一
九
〇
三
年
）、『
勝
山
市
史
』
第
二
巻
原
始
～
近
世
二
一
六
頁

（
８
）「
平
泉
寺
落
よ
り
地
頭
附
覚
」（「
藤
井
寬
治
文
書
三
号
、『
勝
山
市
史
』
資
料
篇
・
第

二
巻
村
方
１
・
勝
山
領
）、
同
史
料
に
は
流
布
本
が
あ
り
、
翻
刻
本
と
し
て
松
村
家
本
「
平

泉
寺
落
ヨ
リ
以
来
地
頭
様
歳
代
記
」（『
勝
山
高
校
紀
要
』
五
号
、一
九
六
〇
年
）
が
あ
る
。

（
９
）「
柴
田
勝
家
始
末
記
」
の
系
図
（『
大
日
本
史
料
』
一
一
ー
四
、三
五
六
頁
）
で
は
、

義
宣
は
勝
家
の
甥
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』・『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

で
は
、
そ
の
名
を
確
認
で
き
な
い
。

（
10
）「
建
勲
神
社
文
書
」（『
加
能
史
料
』
補
遺
Ⅱ
一
八
四
～
一
八
五
頁
）、「
齋
藤
報
恩
博

物
館
所
蔵
文
書
」（『
加
能
史
料
』
戦
国
XVII
一
六
〇
～
一
六
一
頁
）

（
11
）松
浦
義
則「
柴
田
勝
家
の
越
前
検
地
と
村
落
」（『
史
学
研
究
』一
六
〇
号
、一
九
八
三
年
、

同
著
『
戦
国
期
越
前
の
領
国
支
配
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
七
年
に
所
収
）、「
織
田
期

の
大
名
」（『
福
井
県
史
』
通
史
編
３
近
世
一
第
一
章
第
二
節
）

（
12
）「
勝
興
寺
文
書
」・「
武
家
手
鑑
」・「
林
弘
之
氏
所
蔵
文
書
」・「
柿
崎
文
書
」・「
吉
川

金
蔵
氏
所
蔵
文
書
」・「
相
馬
正
胤
氏
所
蔵
文
書
」・「
維
宝
堂
古
文
書
」（『
加
能
史
料
』

戦
国
XVI
三
〇
三
～
三
〇
七
頁
）

（
13
）「
森
田
正
治
氏
所
蔵
文
書
」（『
加
能
史
料
』
戦
国
XVI
三
〇
九
～
三
一
〇
頁
）

（
14
）「
瀧
谷
寺
文
書
」（『
加
能
史
料
』
戦
国
XVI
三
一
五
～
三
一
六
頁
）

（
15
）「
河
上
文
書
」・「
歴
代
古
案
」（『
加
能
史
料
』
戦
国
XVI
三
二
六
～
三
二
七
頁
）

（
16
）「
栗
林
文
書
」（『
加
能
史
料
』
戦
国
XVI
三
一
一
～
三
一
二
頁
）

（
17
）「
吉
江
文
書
」（『
加
能
史
料
』
戦
国
XVI
三
二
二
頁
）

（
18
）
谷
口
克
広
『
織
田
信
長
合
戦
全
録
』
二
二
七
頁
（
中
央
公
論
社
、
二
〇
〇
二
年
）、

同
年
五
月
三
日
に
織
田
信
長
は
、
加
賀
侵
攻
時
に
忠
節
を
つ
く
す
こ
と
を
申
し
出
た
江

沼
郡
の
柴
山
長
二
郎
に
本
領
安
堵
を
約
束
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
越
前
再
征
で
一
旦

は
制
圧
し
た
加
賀
南
二
郡
の
織
田
方
の
支
配
は
不
安
定
だ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。「
柴
山

文
書
」（『
加
能
資
料
』
戦
国
XVI
三
一
四
～
三
一
五
頁
）

（
19
）
三
鬼
清
一
郎
「
信
長
の
国
掟
を
め
ぐ
っ
て
」（『
信
濃
』
二
八
ー
五
、一
九
六
七
年
、

同
著
『
織
豊
期
の
国
家
と
秩
序
』
青
史
出
版
、
二
〇
一
二
年
に
所
収
）

（
20
）
註
（
14
）
の
堀
江
藤
秀
書
状
以
外
に
、註
（
４
）、（
５
）、（
６
）「
称
名
寺
文
書
」（『
加

能
史
料
』
XVI
二
二
七
～
二
三
〇
頁
）、「
法
雲
寺
文
書
」
四
〇
号
（『
福
井
』
資
５
）
な
ど
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
七
巻
一
号

が
あ
る
。

（
21
）竹
井
英
文「《
史
料
紹
介
》　

石
川
県
立
図
書
館
所
蔵「
本
多
家
士
軍
功
書
」」・
同
著「《
史

料
紹
介
》　

石
川
県
立
図
書
館
所
蔵
「
横
山
家
士
武
功
書
」」・
同
著
「《
史
料
紹
介
》　

石

川
県
立
図
書
館
所
蔵
「
山
崎
家
士
軍
功
書
」」（『
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
』

四
七
号
、
二
〇
一
五
年
・
同
四
八
号
、
二
〇
一
六
年
・
同
四
九
号
、
二
〇
一
七
年
）

（
22
）
註
（
21
）
竹
井
前
掲
論
文
「《
史
料
紹
介
》　

石
川
県
立
図
書
館
所
蔵
「
横
山
家
士
武

功
書
」」

（
23
）『
信
長
公
記
』
巻
八

（
24
）
田
中
孝
志
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
25
）「
顕
如
上
人
御
書
札
案
留
」・「
古
文
書
集
」・「
大
湊
町
振
興
会
所
蔵
文
書
」（『
愛
知

県
史
』
資
料
編
11
織
豊
１
八
五
五
・
一
〇
〇
五
・
一
〇
〇
七
号
）

（
26
）『
信
長
公
記
』
巻
一
一

（
27
）
註
（
４
）、「
稱
名
寺
文
書
」
九
号
（『
福
井
』
資
７
）

（
28
）
註
（
２
）

（
29
）『
信
長
公
記
』
巻
一
一
、「
上
杉
家
文
書
」・「
斎
藤
文
書
」・「
斎
藤
報
恩
会
博
物
館
所
蔵
文
書
」

（『
富
山
県
史
』
史
料
編
Ⅱ
一
八
九
四・一
九
一
〇・一
九
一
一・一
九
一
二・一
九
一
五・一
九
一
六

号
、
以
下
『
富
山
』
と
略
す
）

（
30
）「
楠
文
書
」（『
金
沢
市
史
』
資
料
編
２
中
世
二　

六
七
一
号
）、『
信
長
公
記
』
巻
一
三

（
31
）「
北
国
鎮
定
書
札
類
」・「
有
沢
家
文
書
」・「
最
上
記
追
加
」（『
富
山
』
一
九
六
九
・

　

一
九
八
四
・
一
九
八
五
号
）

（
32
）「
鷺
森
日
記
」・「
安
井
健
夫
家
文
書
」・「
貞
享
二
年
加
能
越
里
正
由
緒
記
」（『
加
能
史
料
』

戦
国
XVII
二
四
〇
～
二
四
一
頁
）

（
33
）
註
（
21
）
竹
井
前
掲
論
文
「《
史
料
紹
介
》　

石
川
県
立
図
書
館
所
蔵
「
山
崎
家
士
軍

功
書
」」

（
34
）
西
村
晃
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
35
）『
溝
口
半
左
衛
門
家
文
書
』（
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
寄
託
・
個
人
蔵
）

（
36
）
註
（
18
）
谷
口
前
掲
書
一
七
七
～
一
七
九
頁

（
37
）
註
（
35
）

（
38
）
註
（
６
）

（
39
）
註
（
５
）

（
40
）
註
（
３
）

［
付
記
］
小
稿
作
成
に
当
た
り
協
力
・
助
言
を
い
た
だ
い
た
、
大
廣
克
也
氏
・
山
崎
英
輝
氏
・

赤
城
隆
治
氏
に
、
末
尾
な
が
ら
謝
意
を
表
す
る
。


